
新

年

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

本

年

も

宜

し

く

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

今

年

は

申

年

。

申

は

去

る

に

つ

な

が

っ

て

ほ

し

い

も

の

で

す

。

今

後

の

取

り

組

み

方

針

。

有

害

鳥

獣

捕

獲

の

推

進

隣

接

市

町

村

と

の

広

域

的

な

有

害

鳥

獣

捕

獲

や

Ｉ

Ｃ

Ｔ

技

術

を

活

用

し

た

効

率

的

な

捕

獲

の

実

施

に

つ

い

て

検

討

す

る

。

ま

た

、

捕

獲

報

償

金

の

拡

充

に

よ

り

被

害

低

減

に

向

け

た

個

体

数

調

整

の

推

進

を

図

る

。

※

Ｉ

Ｃ

Ｔ

＝

一

般

的

に

情

報

通

信

技

術

の

こ

と

。

狩

猟

者

の

確

保

。

狩

猟

免

許

取

得

の

た

め

の

情

報

提

供

を

積

極

的

に

行

う

と

と

も

に

、

取

得

に

係

る

費

用

の

助

成

に

つ

い

て

検

討

す

る

。

防

護

柵

設

置

の

推

進

。

一

団

の

農

用

地

単

位

ま

た

は

集

落

単

位

で

の

取

組

を

中

心

と

し

た

効

率

的

な

防

護

柵

の

設

置

を

推

進

す

る

と

共

に

、

従

来

か

ら

の

農

家

単

位

で

の

取

組

み

に

つ

い

て

も

継

続

的

に

実

施

す

る

。

サ

ル

群

の

追

払

い

体

制

の

整

備

。

地

域

ぐ

る

み

で

サ

ル

群

の

追

払

い

を

実

施

す

る

地

区

に

対

し

て

は

、

ラ

ジ

オ

テ

レ

メ

ト

リ

ー

電

波

受

信

機

を

貸

与

し

、

サ

ル

位

置

情

報

に

基

づ

く

効

果

的

な

追

払

い

を

実

施

す

る

。

地

域

住

民

に

よ

る

位

置

情

報

シ

ス

テ

ム

へ

の

情

報

提

供

体

制

づ

く

り

を

推

進

す

る

。

集

落

環

境

の

整

備

。

里

山

の

整

備

、

山

す

そ

の

刈

上

げ

に

よ

る

バ

ッ

フ

ァ

ゾ

ー

ン

の

設

置

、

放

任

果

樹

の

伐

採

、

耕

作

放

棄

地

の

解

消

な

ど

の

集

落

環

境

整

備

を

進

め

、

「

獣

害

に

強

い

集

落

」

を

目

指

す

。

捕

獲

個

体

の

有

効

活

用

。

捕

獲

個

体

の

有

効

活

用

は

、

処

分

に

係

る

費

用

の

軽

減

や

狩

猟

者

の

捕

獲

意

欲

の

向

上

か

ら

捕

獲

数

の

増

加

に

つ

な

が

る

こ

と

が

期

待

で

き

る

た

め

、

解

体

技

術

の

向

上

、

ジ

ビ

エ

料

理

講

習

会

や

試

食

会

等

を

通

じ

て

野

生

獣

肉

利

活

用

の

推

進

を

図

る

。

モ

ン

キ

ー

ド

ッ

グ

の

有

効

活

用

。

集

落

で

の

ニ

ホ

ン

ザ

ル

の

出

没

頻

度

が

下

が

る

な

ど

一

定

の

効

果

が

確

認

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

、

育

成

数

の

増

加

を

図

り

、

被

害

軽

減

に

寄

与

す

る

。

モ

ン

キ

ー

ド

ッ

グ

倶

楽

部

に

協

力

を

求

め

、

複

数

頭

を

用

い

た

効

果

的

な

追

払

い

の

実

施

に

取

り

組

む

。

（

平

成

26

年

度

名

張

市

防

止

計

画

よ

り

抜

粋

）

被

害

軽

減

目

標

。

名

張

市

で

の

有

害

三

獣

（

ニ

ホ

ン

ザ

ル

・

ニ

ホ

ン

ジ

カ

・

イ

ノ

シ

シ

）

よ

る

平

成

24

年

度

被

害

状

況

は

次

の

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

す

。

■

ニ

ホ

ン

ザ

ル

に

よ

る

被

害

果

樹

…

７

１

０

千

円

。

野

菜

…

８

６

１

千

円

。

特

用

林

産

物

…

（

山

林

で

栽

培

す

る

キ

ノ

コ

類

を

い

う

）

８

６

千

円

。

計

…

１

．

６

５

７

千

円

。

■

ニ

ホ

ン

ジ

カ

に

よ

る

被

害

水

稲

…

５

．

４

４

３

千

円

。

野

菜

…

８

８

２

千

円

。

果

樹

…

１

．

２

４

４

千

円

。

計

…

７

．

５

６

９

千

円

。

■

イ

ノ

シ

シ

に

よ

る

被

害

水

稲

…

５

．

３

５

８

千

円

。

野

菜

…

９

９

８

千

円

。

芋

類

…

３

６

４

千

円

。

特

用

林

産

物

…

１

．

０

３

５

千

円

。

計

…

７

．

７

５

５

千

円

。

有

害

三

獣

に

よ

る

被

害

合

計

は

、

１

６

．

９

８

１

千

円

。

鳥

類

、

特

定

外

来

獣

な

ど

に

よ

る

被

害

総

額

は

５

．

４

５

６

千

円

と

な

っ

て

い

ま

す

。

名

張

市

農

林

資

源

室

で

は

、

被

害

軽

減

の

目

標

値

を

設

定

し

被

害

軽

減

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

こ

れ

に

よ

る

と

、

24

年

度

の

被

害

総

額

２

２

．

４

３

７

千

円

を

28

年

度

は

１

５

．

７

０

３

千

円

と

大

幅

な

被

害

軽

減

目

標

を

設

定

し

て

い

ま

す

。

手

塩

に

か

け

て

育

て

た

作

物

が

一

夜

に

し

全

滅

と

い

う

獣

害

は

、

経

済

的

被

害

よ

り

も

、

繰

り

返

し

発

生

す

る

被

害

に

耕

作

意

欲

喪

失

と

い

う

精

神

的

ダ

メ

ー

ジ

の

ほ

う

が

大

き

い

の

が

特

徴

で

す

。

防

護

ネ

ッ

ト

や

電

柵

を

張

っ

た

り

夜

中

に

見

回

り

に

行

っ

た

り

と

い

う

防

衛

作

業

は

か

な

り

む

な

し

く

、

こ

れ

ら

も

精

神

的

・

肉

体

的

・

経

済

的

に

大

き

な

ダ

メ

ー

ジ

と

な

っ

て

い

ま

す

。

獣

害

を

恒

久

的

に

防

ぐ

有

効

な

手

段

は

、

全

国

的

に

改

善

の

方

向

に

向

い

て

は

い

な

い

の

が

現

状

で

す

。

現

在

電

柵

や

防

護

網

な

ど

で

何

と

か

防

げ

て

い

る

よ

う

な

現

状

で

す

が

、

高

齢

化

、

過

疎

化

が

進

展

す

る

山

間

地

で

は

、

数

年

後

は

耕

作

放

棄

を

覚

悟

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

時

期

も

考

え

ら

れ

ま

す

。

行

動

範

囲

が

農

地

周

辺

へ

と

拡

大

す

れ

ば

そ

れ

に

応

じ

て

獲

得

で

き

る

餌

の

量

や

栄

養

価

も

高

ま

り

、

個

体

数

の

拡

大

に

つ

な

が

り

ま

す

。

『

権

兵

衛

が

種

ま

き

ゃ

カ

ラ

ス

が

ほ

じ

く

る

』

唄

の

と

お

り

、

「

作

っ

て

も

収

穫

が

な

い

。

や

る

せ

な

い

気

持

ち

を

分

か

っ

て

欲

し

い

」

と

農

家

。

地

震

や

台

風

に

よ

る

大

規

模

な

自

然

災

害

に

は

、

世

間

は

耳

目

を

集

め

復

旧

・

復

興

と

い

う

解

決

策

が

あ

り

ま

す

が

、

獣

害

は

恒

常

的

に

終

わ

る

こ

と

が

な

い

災

害

で

す

。

北

海

道

で

は

エ

ゾ

ジ

カ

対

策

に

自

衛

隊

を

要

請

す

る

と

い

う

話

も

聞

き

ま

す

。

そ

の

背

景

に

何

が

あ

る

の

で

し

ょ

う

か

？

。

鳥

獣

害

の

背

景

に

は

、

大

ま

か

に

い

う

と

国

策

に

よ

る

拡

大

造

林

計

画

、

鳥

獣

保

護

政

策

が

あ

り

ま

す

。

戦

後

復

興

で

の

国

産

材

の

需

要

拡

大

を

目

論

見

、

広

葉

も

く

ろ

み

樹

林

を

皆

伐

し

、

全

国

的

に

広

大

な

人

工

林

（

杉

・

桧

木

）

が

開

発

さ

れ

ま

し

た

。

し

か

し

、

そ

の

間

に

、

木

材

の

輸

入

自

由

化

に

よ

っ

て

、

安

価

な

木

材

が

輸

入

さ

れ

、

国

産

材

は

シ

ェ

ア

を

奪

わ

れ

、

廉

価

な

外

材

に

押

さ

れ

国

産

材

の

需

要

は

減

少

。

日

本

林

業

の

衰

退

の

始

ま

り

で

す

。

平

成

12

年

に

は

、

木

材

自

給

率

は

１

８

．

２

％

に

ま

で

低

下

し

て

い

ま

す

。

現

在

そ

の

人

工

林

の

ほ

と

ん

ど

が

荒

廃

状

態

で

、

昼

な

お

暗

く

下

草

も

生

え

な

い

環

境

に

な

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

で

、

一

番

困

っ

て

い

る

の

は

、

住

処

を

奪

わ

れ

た

す

み

か

野

生

鳥

獣

で

、

人

里

に

出

没

し

田

畑

で

餌

を

求

め

て

い

ま

す

。

彼

ら

こ

そ

拡

大

造

林

計

画

の

第

一

被

害

者

で

、

第

二

被

害

者

は

獣

害

に

悲

鳴

を

上

げ

て

い

る

人

間

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

国

は

、

す

み

や

か

に

森

林

再

生

、

人

工

林

縮

小

に

努

め

る

べ

き

と

考

え

ま

す

。

鳥

獣

保

護

政

策

も

、

野

生

鳥

獣

増

大

に

よ

る

鳥

獣

害

の

大

き

な

要

因

と

な

て

い

ま

す

。

ニ

ホ

ン

ジ

カ

を

例

に

す

る

と

、

推

定

個

体

数

は

現

在

中

央

値

約

２

４

９

万

頭

。

こ

こ

20

年

間

で

9

倍

近

く

に

増

え

、

こ

の

ペ

ー

ス

で

い

く

と

２

０

２

５

年

度

に

は

５

０

０

万

頭

に

達

す

る

と

農

水

省

。

こ

れ

を

受

け

、

当

時

の

石

原

伸

晃

環

境

相

が

、

「

減

ら

す

べ

き

鳥

獣

に

対

す

る

取

り

組

み

が

不

十

分

だ

っ

た

」

と

、

い

み

じ

く

も

云

わ

れ

、

鳥

獣

行

政

も

保

護

か

ら

適

正

規

模

に

「

管

理

」

す

る

に

転

換

し

ま

し

た

。

だ

が

、

狩

猟

免

許

の

所

持

者

は

昭

和

54

年

度

に

は

約

４

４

万

７

０

０

０

人

。

平

成

24

年

度

に

は

約

18

万

人

と

半

減

し

て

い

て

鳥

獣

行

政

も

頭

の

痛

い

と

こ

ろ

。

特

定

外

来

生

物

に

よ

る

被

害

も

人

間

の

エ

ゴ

が

原

因

で

、

本

来

の

生

息

域

の

存

在

し

な

い

動

物

を

人

間

が

持

ち

込

ん

だ

こ

と

が

要

因

で

あ

り

人

災

で

あ

る

と

も

い

え

ま

す

。

個

体

管

理

と

い

え

ば

愛

護

団

体

か

ら

の

ク

レ

ー

ム

は

必

至

。

だ

が

、

適

正

な

個

体

管

理

は

、

野

生

動

物

保

護

に

つ

な

が

る

と

い

う

こ

と

を

、

念

の

た

め

に

申

し

あ

げ

て

お

き

ま

す

。

名

張

Ａ

・

Ｂ

群

の

サ

イ

ズ

は

こ

こ

数

年

横

ば

い

状

態

で

あ

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

宇

陀

・

名

張

地

域

鳥

獣

害

防

止

広

域

対

策

協

議

会

で

は

、

ニ

ホ

ン

ザ

ル

の

大

量

捕

獲

を

検

討

し

て

い

る

よ

う

で

す

。

こ

れ

に

は

、

鳥

獣

保

護

法

が

改

正

さ

れ

、

保

護

か

ら

適

正

規

模

に

「

管

理

」

す

る

に

転

換

さ

れ

た

こ

と

を

、

受

け

て

の

こ

と

だ

と

思

い

ま

す

が

。

環

境

省

は

、

毎

年

1

万

数

千

頭

を

捕

獲

し

て

い

て

捕

獲

数

が

増

加

傾

向

に

あ

る

に

も

関

わ

ら

ず

、

被

害

は

高

止

ま

り

で

分

布

域

の

拡

大

は

続

い

て

い

る

と

い

っ

て

い

ま

す

。

大

量

捕

獲

は

、

高

度

な

捕

獲

技

術

、

施

設

が

必

要

で

準

備

期

間

が

長

く

、

高

額

な

費

用

と

人

手

が

必

要

と

な

り

ま

す

。

ま

た

、

捕

獲

個

体

の

処

理

も

き

わ

め

て

難

し

い

問

題

を

は

ら

ん

で

い

ま

す

。

群

れ

を

ま

る

ご

と

除

去

し

て

し

ま

う

の

は

隣

接

す

る

別

の

群

れ

を

引

っ

ぱ

り

出

し

、

元

の

木

阿

弥

。

か

え

っ

て

被

害

を

拡

大

さ

せ

る

結

果

に

な

る

と

思

い

ま

す

。

群

れ

を

消

滅

さ

せ

る

に

は

、

次

々

と

捕

獲

し

続

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

く

な

る

な

り

、

地

域

的

絶

滅

を

招

き

ま

す

。

ホ

ン

オ

オ

カ

ミ

や

朱

鷺

の

絶

滅

の

実

例

を

反

省

す

べ

き

で

す

。

ま

た

、

愛

護

団

体

に

よ

る

批

判

が

強

く

今

後

の

防

護

対

策

に

も

影

響

し

て

く

る

こ

と

が

懸

念

さ

れ

ま

す

。

捕

獲

あ

り

き

で

は

な

く

、

先

ず

、

ニ

ホ

ン

ザ

ル

が

人

里

に

出

没

す

る

要

因

を

究

明

し

対

策

を

考

え

る

こ

と

が

賢

明

な

方

法

で

あ

る

と

考

え

ま

す

。

12

月

15

日

、

発

信

器

取

り

付

け

。

名

前

ナ

バ

リ

Ａ

４

。

周

波

数

９

７

０

０

Ｌ

Ｓ

Ｂ

群

れ

に

合

流

し

て

い

る

模

様

。

受

信

機

の

調

整

は

名

張

市

農

林

資

源

室

で

行

え

ま

す

。

最

近

、

サ

ル

の

出

没

回

数

が

断

ト

ツ

に

多

い

の

は

、

Ａ

群

で

は

つ

つ

じ

が

丘

、

Ｂ

群

で

は

安

部

田

付

近

で

す

。

12

月

5

日

、

Ａ

群

が

大

挙

つ

つ

じ

が

丘

に

出

没

！

。

パ

ト

カ

ー

が

出

動

す

る

と

い

う

騒

ぎ

が

あ

り

ま

し

た

。

サ

ル

は

基

本

的

に

は

人

間

が

怖

い

の

で

す

が

、

近

頃

は

Ａ

・

Ｂ

群

共

に

人

慣

れ

が

進

み

人

間

を

怖

が

り

ま

せ

ん

。

一

度

人

間

が

怖

く

な

い

と

学

習

し

て

し

ま

う

と

、

ど

ん

な

対

策

を

し

て

も

効

果

が

上

が

ら

な

く

な

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

人

慣

れ

さ

せ

な

い

よ

う

、

発

見

し

た

ら

山

奥

ま

で

追

い

払

い

あ

げ

る

こ

と

が

肝

心

で

す

。

市

街

地

で

の

玄

関

脇

の

柑

橘

類

な

ど

の

鉢

植

え

栽

培

さ

え

も

、

サ

ル

を

呼

び

寄

せ

る

要

因

と

な

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

か

ら

は

、

農

家

お

よ

び

非

農

家

が

連

携

を

図

り

意

識

を

共

有

し

、

獣

害

の

な

い

「

住

み

よ

い

ま

ち

つ

く

り

」

に

取

り

む

べ

き

と

考

え

ま

す

。

12

月

の

サ

ル

の

動

向

A

群

は

、

比

較

的

採

餌

資

源

の

多

い

集

落

（

上

比

奈

知

）

や

つ

つ

じ

が

丘

の

周

辺

部

を

中

心

に

遊

動

し

て

い

ま

す

。

し

た

が

っ

て

家

屋

周

辺

の

菜

園

や

宅

地

内

の

果

実

、

草

花

な

ど

に

被

害

が

出

て

い

ま

す

。

B

群

は

、

先

月

と

同

様

、

国

道

165

号

線

の

北

側

、

特

に

錦

生

地

区

と

三

本

松

附

近

を

繰

り

返

し

遊

動

し

て

い

ま

す

。

A

群

同

様

、

採

餌

資

源

の

関

係

と

思

わ

れ

ま

す

。
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